
個別調査票の記載内容について 

 

各個別票に記載している項目は以下の通りとなっている。 

 

１． 組織名称（略称） 

２． 分類（活動目的（注 1）、対象技術分野（注 2）、対象サービス（注 3）、オープンソース 

技術 MAP（活動エリア（注 4）、活動領域（注 5）） 

３． 目的 

４． 組織構成 

５． 参加資格、会費 

６． 主要メンバ 

７． 他団体・組織との関係 

８． TTC活動との関連性(注 6） 

９． 活動状況 

１０． 設立時期 

１１． 本部所在地 

１２． 関連標準化技術 

１３． 権利関係 

１４． 備考（普及状況など） 

１５． 更新履歴 

 

（注 1）活動目的は、以下の項目について、◎（主たる活動）、〇（付随する活動）、－のいずれかを選択している。 

① 仕様策定 

② 実装検証 

③ 試験・認証 

④ 普及・啓発 

⑤ その他（具体的に） 

 

（注 2）対象技術分野は、以下から最も適当な項目を選択し、その番号を記入している。 

① 通信技術（コア、インフラ関連） 

② 通信技術（加入者系、宅内系関連） 

③ 通信技術（近距離無線：WBAN、WPAN、WLAN関連） 

④ 通信技術（省電力広域無線：LPWA) 

⑤ 通信技術（中広域無線：セルラー系 MAN、WAN) 

⑥ 情報技術（サービス・アプリケーション関連） 

⑦ 情報技術（クラウド・プラットフォーム関連） 

⑧ 情報・通信技術（セキュリティ関連） 

⑨ 情報・通信技術（オペレーション関連） 

該当なし 

 

（注 3）対象サービスは、以下から最も適当な項目を選択し、その番号を記入している。 

① サービス（スマートシティ関連） 

② サービス(IoTエリア通信関連) 

③ サービス（ヘルスケア関連） 

④ サービス（コネックテッドカー関連） 

⑤ サービス（映像・マルチメディア関連） 

⑥ サービス（トラスト関連） 

⑦ サービス（セキュリティ関連） 

⑧ サービス（マネージメント関連） 

⑨ 複数のサービスに該当する 

サービスには該当なし 

（注 4）活動エリアは以下から最も適当な項目を選択し、その番号を記入している。 



① 固定系領域を中心に活動を実施 

② 固定系領域の活動を主にモバイル領域の活動も実施 

③ モバイル系、固定系の両方の領域を対象に活動実施 

④ モバイル系領域の活動を主に固定領域の活動も実施 

⑤ モバイル系領域を中心に活動を実施 

該当なし 

 

（注 5）活動技術は以下から最も適当な項目を選択し、その番号を記入している。 

① 物理領域の活動を実施 

② NW領域の活動を実施 

③ NW(ネットワーク)領域の活動を主に、MDL領域の活動も実施 

④ MDL領域の活動を実施 

⑤ APL と MDLの両領域の活動を実施 

⑥ APL領域の活動を主に、MDL(ミドルウェア）領域の活動も実施 

⑦ APL(アプリケーション)領域の活動を実施 

該当なし 

 

（注 6）「TTC活動との関連性」には、関連する具体的な TTCの専門委員会名も記載 

 


